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上
越
市
地
方
創
生
若
者
重
点
補
助
金
を
利
用
し
や

す
い
よ
う
、
改
善
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
若
者
の
挑
戦
を
後
押
し
す
る
と
い
う
制
度
本
来
の

目
的
に
沿
い
、
必
要
な
制
度
の
改
善
を
検
討
す
る
。

　
　
若
者
交
流
機
会
の
創
出
事
業
の
進
捗
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
２
年
度
か
ら
若
者
同
士
の
交
流
や
意
見
交
換

の
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
６
年
度
か
ら

は
「
ミ
ー
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
気
軽
に
交
流

で
き
る
場
を
設
け
て
い
る
。
若
者
同
士
の
つ
な
が
り
や

交
流
を
生
み
出
す
場
と
し
て
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
　
愛
知
県
新
城
市
が
取
り
組
ん
で
い
る「
若
者
議
会
」

は
若
者
の
地
域
参
画
を
促
し
、
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
取
組
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
若
者
の
参
画
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

訴
求
力
の
高
い
情
報
発
信
に
つ
い
て

　
　
市
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
、
シ
ョ
ー

ト
動
画
を
中
心
と
し
た
広
報
に
力
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
政
情
報
全
般
を
発
信
す
る
総
合
的
な
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
は
開
設
し
て
い
な
い
が
、
分
野
別
に
26
の
ア
カ

ウ
ン
ト
を
運
用
し
て
い
る
。

　
　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
数
増
に
向
け
、
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
登
録
カ
ー
ド
の
持
参
が

不
要
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
会
員
証
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
具
体
的
な
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　
陣
痛
時
、
家
族
等
に
よ
る
送
迎
が
困
難
な
妊
婦
の

移
動
手
段
に
つ
い
て
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
連
携
し
、

夜
間
・
早
朝
を
含
め
、
妊
婦
が
安
心
し
て
医
療
機
関
へ

移
動
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

県
は
令
和
８
年
度
「
こ
む
す
び
出
産
応
援
タ
ク

シ
ー
事
業
」を
創
設
し
た
。こ
れ
は
事
前
に
妊
婦
の
状
況

や
出
産
予
定
日
、
分
娩
予
定
の
医
療
機
関
等
の
情
報
を

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
登
録
し
、
陣
痛
時
、
妊
婦
が
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
て
速
や
か
に
医
療
機
関
へ
移
動
で
き
る

支
援
制
度
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
県
が
実
施
す
る
研

修
会
に
参
加
し
て
情
報
収
集
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の

タ
ク
シ
ー
事
業
者
や
関
係
機
関
と
意
見
交
換
を
始
め
た
。

食
品
ロ
ス
削
減
と
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
充
実
を

　
　
市
民
へ
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
周
知
と
未
利
用

食
品
の
寄
付
を
さ
ら
に
促
す
た
め
、
市
役
所
や
公
共
施

設
に
受
付
場
所
を
設
け
、
市
民
が
身
近
な
場
所
で
気
軽

に
寄
付
で
き
る
環
境
を
整
え
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
食
品
を
持
ち
寄
り
や
す
い
環
境
を
整
え
る
上
で
、

保
管
場
所
の
確
保
や
配
送
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
業
務

体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
市
役
所
や
公
共
施
設
に

限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
身
近

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
民
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
通
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
方
の
も
と
に

食
品
が
届
く
よ
う
、
食
品
を
車
で
集
め
る
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
の
活
動
を
促
進
し
て
い
く
。

　
　
「
佐
渡
島
の
金
山
」
世
界
遺
産
登
録
効
果
が
持
続

す
る
間
が
広
域
観
光
連
携
で
当
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
重
要
な

時
期
で
あ
る
。
安
定
航
路
確
保
に
向
け
て
、
観
光
誘
客

実
績
も
踏
ま
え
、
新
造
船
を
要
求
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
運
航
の
安
定
化
は
長
年
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

船
舶
の
更
新
検
討
に
当
た
り
、
関
係
自
治
体
と
連
携
し
、

事
業
者
や
国
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

高
田
城
址
公
園
を
含
む
周
辺
地
域
の
課
題
解
決
を

　
　
都
市
計
画
道
路
「
北
城
町
東
城
町
線
」
と
「
高
田

駅
北
城
町
線
」
が
交
わ
る
未
整
備
箇
所
の
整
備
は
。

　
　
歩
道
が
な
く
見
通
し
が
悪
い
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
が
、
道
路
整
備
計
画
に
基
づ
き
慎
重
に
判
断
す
る
。

　
　
上
越
地
域
振
興
局
前
交
差
点
は
、
通
学
の
安
全
性

確
保
や
渋
滞
緩
和
の
た
め
、
改
良
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
交
通
の
円
滑
化
や
安
全
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

県
が
進
め
て
い
る
無
電
柱
化
事
業
に
合
わ
せ
検
討
す
る
。

　
　
公
園
南
側
広
場
を
分
断
す
る
市
道
の
切
り
替
え
は
、

史
跡
上
に
道
路
構
造
物
を
認
め
な
い
と
す
る
県
の
見
解

で
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
全
国
で
は
認
め
ら
れ
て

い
る
事
例
も
あ
る
た
め
、
研
究
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
改
め
て
全
国
事
例
を
研
究
す
る
。

　
　
極
楽
橋
の
損
傷
が
多
い
が
、
危
険
は
な
い
の
か
。

　
　
敷
板
や
高
欄
は
危
険
な
状
態
で
は
な
い
が
、
耐
用

年
数
な
ど
か
ら
全
面
改
修
の
時
期
に
あ
る
。
国
庫
補
助

事
業
等
の
活
用
に
よ
る
財
源
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

渡
邉　
隆
（
久
比
岐
野
）

小
木
直
江
津
航
路
、
い
ま

生
か
せ
ず
ど
う
す
る
！

西
沢　
智
子
（
公
明
党
）

安
心
し
て
出
産
で
き
る

環
境
づ
く
り
を

伊
﨑　
博
幸
（
参
政
党
）

若
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

支
え
、
ま
ち
の
活
性
化
に
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